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会社名： 株式会社FRONTEO

上場証券取引所： 東京証券取引所グロース市場（証券コード：2158）

代表取締役社長： 守本 正宏

設立年月日: 2003年8月8日

資本金： 915,057千円（2026年3月31日時点）

従業員数(連結)： 272人（2026年3月31日時点）

事業内容：
自社開発の方程式駆動型AI「KIBIT」の提供を通じた、社会課題と向き合う各分野の専門家の判断支援
（ライフサイエンスAI事業 ／リスクマネジメント事業<ビジネスインテリジェンス・コンプライアンス支援分野／ビジネスインテリジェンス・プロフェッショナル支援分野／
リーガルテックAI分野／経済安全保障分野>／DX事業<株式会社アルネッツ・DX内製化支援､システム開発分野>）

主要取引先：
民間企業（化学・機械・教育・金融・建設・小売・自動車・商社・情報通信・食品・製薬・電子部品・電力・保険など）

官公庁（法執行機関・各種監視委員会）、国内外法律事務所、医療機関

Global Offices

1. 会社概要
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FRONTEO Bright Value
集合知に埋もれたリスクとチャンスを見逃さないソリューションを提供し、

情報社会のフェアネスを実現します。

2. 企業理念
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2014年～

BI・コンプライアンス支援分野

2020年～

2003年
（創業期）～

リーガルテックAI分野

2012年の「KIBIT」誕生以降、事業領域の拡大および課題の多様化に合わせた技術進化を継続

ライフサイエンスAI事業

2025年～

BI・プロフェッショナル支援分野

経済安全保障分野

２０１7年～

（株）アルネッツ

自社開発AI「KIBIT」誕生

少量データで判断の機微を捉えるAI

2012年～

独自の分散表現による

ベクトル型自然言語処理AI

2018年～

ネットワーク解析AI

2021年～

方程式駆動型AI「KIBIT」を基軸とした当社事業の変遷と実績

DX事業

リスクマネジメント事業

ライフサイエンスAI事業

3. 10年を超えるAI運用実績
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3. 導入企業・機関

金融機関

製造業

製薬企業

サービス業 大学・研究機関

大手企業を中心に導入

※ 2026年4月30日時点 一部掲載、順不同
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NLP AI マップ化する技術(特許取得済み) （特許取得済み）

社会課題

豊富な社会実装経験

非連続的（新しい）発見

判断支援

解決の努力

病気 訴訟 DXコンプライアンス 技能伝承

因果関係分析

経済安全保障不正

専門家
創薬研究者 医師 弁護士 犯罪捜査官

企業法務・
コンプライアンス 熟練技能士

経済安全保障
分析官

3. FRONTEO事業コンセプト

方程式駆動型AI「KIBIT」の提供を通じて、日夜社会課題と向き合う各分野の専門家を科学的に支援
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┃ 自然言語処理、ネットワーク解析に利用可能な軽量・高速・高性能な独自開発AI

┃ 省電力で環境負荷の小さいGreen microAI

┃ 少量の教師データでも性能を発揮する独自アルゴリズム搭載

┃ 判断根拠を直感的にビジュアライズ

┃ 世界で92件の有効特許登録 (2026年3月31日時点）

「KIBIT」 の特徴

GCEモデル

400分の1の構造

f-out

He

died

of

cancer

2 layers

GRU

4×100 layerｓ

ｆ fθenc

He

died

of

cancer

GCN

･･･

X BiLSTM pooling concatenate

モデル

※1 Energy and Policy Considerations for Deep Learning in NLP, College of Information and Computer Sciences University of Massachusetts Amherst (Jun 2019) から抜粋

※2 日本のCO2排出量および日本の人口からFRONTEO作成 ※3 ※1の論文と同様の計算方法により、FRONTEO作成

3. 方程式駆動型AI「KIBIT」とは
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連続的なつながりであるが、

ｎが非常に大きいと、

１からｎの想起は難しい
世界のNLP：連続的発見

nの想起は難しいが・・・
存在はしているので必ず見つかる

………

1

n

２
3

連続的な発見の限界：99％の努力の限界

3. 連続的発見
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「KIBIT」：非連続的発見 １からｎはそもそも連続的なつながりでは

想起できない

万有引力の概念がない時代に、
万有引力の情報はみつけられない

F =𝑮 ∗
𝑴𝟏∙𝑴𝟐

𝒓𝟐

リンゴが落ちた

連続的な発見の限界：99％の努力の限界

3. 非連続的発見
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3. “推論”における思考過程

フィラメントに適した可能性のある材料は

フィラメントに必要な要件で特徴づけられている

フィラメントになる

材料は・・・・

扱いやすい

熱に強い

変形加工

導電性

…….

…….

エジソンはフィラメントに合う材料を探していた
つまり、彼はフィラメントの条件を満たす材料を探している
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3. 言語をベクトル化する技術

• Word2Vec (2013)
• 単語のみ(Sub word)
• 最適化

• GloVe (2014)
• 単語のみ(Sub word)
• 最適化

• FastText (2016)
• 未知の単語への対応
• 単語のみ(Sub word)
• 最適化

Google Stanford Meta

計算コスト

正確性

特徴

• 日米欧で特許(2018～)
• 意味を保持したまま文書

&単語を同時にベクトル化
• 方程式駆動型

(no optimization)

FRONTEO

Patent No.：6346367 
Registration Date：June 1, 
2018

Patent No.：11544309
Filing date: April 27, 2020

Patent No.：3709183
Filing Date：October 29, 
2018

┃ ベクトル化は自然言語処理の土台となる技術

┃ 有力なIT企業や研究機関は、各社独自のベクトル化技術を保有

┃ FRONTEOのみが方程式で解析的に最適解を取得し、他社は最適化による解の探索が必要。コンピューターの計算コストが増大
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純国産・方程式駆動型AI 「KIBIT」

3. 純国産・方程式駆動型AI 「KIBIT」

数学者が発見した方程式で駆動するAI

F（x）＝

トヨシバ方程式 日米欧特許技術

文書や単語を意味をもったまま解析することが可能

✓ 因果関係を理解

✓ 全く新しい発見

✓ 極省電力（CPU１個）

推論を実現

＊方程式はイメージです

L=a{F(θ2)−F(θ1)}

F（x）＝

┃ 純国産・方程式駆動型AI「KIBIT」は数学者が発見した方程式(トヨシバ方程式）により駆動
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3. 方程式駆動型AI「KIBIT」がもたらす画期的な創薬アプローチに関するホワイトペーパーを公開

┃ 既知の文献情報から未知の関連性を発見する独自技術を活用した標的探索やドラッグリポジショニング等を支援するAI創薬支援サービス「Drug Discovery 

AI Factory(DDAIF)」を推進

┃ 「KIBIT」が2022年までのシュプリンガーネイチャー掲載文献から予測した未知の創薬標的について、2024年の新しい文献で疾患と遺伝子の関連性が明らか

になる

ホワイトペーパー

600雑誌、25年分、フルテキスト

センテンス数：約3億5000万

2回以上出現単語：約1260万単語

発見の進展に貢献するために、
信頼性が高く洞察に富む研究の出版

分布仮説を忠実に再現したエンジン

既知から未知を発見する独自技術

遺伝子ネットワーク

自社開発の方程式駆動型AIエンジン

URL：https://lifescience.fronteo.com/documents-
contact?doc=dl_lsai_snwhitepaper
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┃ 医薬品研究開発の難化やコスト増が社会的に課題視される中、AI「KIBIT」×創薬研究者によりFirst in Class創薬を大幅に加速

┃ 早期発見・正確な診断が必要とされる精神疾患に対し、自然会話によって判定する診断支援を行うAI医療機器を開発中

• 会話型 認知機能検査用AIプログラム

• 会話型 うつ診断支援 AIプログラム

• 転倒転落予測システム 「KIBIT Coroban」

KIBITを活用した医療機器及び非医療機器の
早期社会実装によるアンメットメディカルニーズの充足

• AI創薬支援サービス「Drug Discovery AI Factory」

• 論文探索AI「KIBIT Amanogawa」

既知から未知の関連性を発見するAI「KIBIT」を
活用した創薬プロセスの最適化及び高度化

AI医療機器分野

目的

AI創薬分野

展望 「Drug Discovery AI Factory」構想の実現

顧客設定 国内外の製薬企業及び関連業種

AIソリューション
標的探索 適応症探索

バイオマーカー探索 導入/導出品評価

製品

日・米初の自然言語系AI医療機器の早期社会実装

国内外の製薬企業及び医療機関、関連業種

認知症診断支援 うつ病診断支援

その他精神疾患支援 転倒転落予測

毒性解析

論文探索支援

ライフサイエンスAI事業

AI創薬とAI医療機器 ２分野で事業展開

4‐ⅰ． 事業内容  全体像 
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４‐ⅰ． 事業内容  AI創薬分野

仮説生成
ターゲットバリデーション 化合物探索・最適化 前臨床試験 承認申請 承認臨床試験

1.0個12.4個 8.6個 1.1個候補化合物の数

コスト $13.5M $205M$5M $40M

✓ このプロセスでのAI活用の効果は研究開発の期間短縮・コスト削減が主眼であり、成功率向上への寄与は限定的
✓ 成功率の低さ → 標的選定・仮説生成の時点でおおよそ勝負は決まっている

$263M

合計

$219M $548M$62M $44M $873M

4.5年 6.5年1年 1.5年 13.5年期間

一般AIが徐々に浸透しつつあるAI活用状況

コスト(失敗含む)

24.3個

10年

2～3万個

(標的候補数)

約80％の薬が効果や安全性により脱落
＄１B/NME 以上の損失

仮説に基づく適切な標的・
適切な適応症が極めて重要

✓ 上市成功率の源泉
✓ 標的候補＋仮説が重要

Drug Discovery AI Factory (DDAIF)

現在のAI活用は主に
化合物探索・最適化領域に集中

ほぼ未活用 

┃ 創薬研究初期の探索研究領域でAI創薬支援サービス 「Drug Discovery AI Factory (DDAIF）」を提供し、医薬品開発の成功率向上に貢献

ライフサイエンスAI事業
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４‐ⅰ． 事業内容  AI創薬分野 Drug Discovery AI Factory（DDAIF）沿革

FY23 FY24 FY25 上期

⚫ 取得論文等からの2次元マップ生成技術（米国）
⚫ 既知情報から未知を発見する技術
⚫ 疾患に関する遺伝子ネットワーク上のパスウェイを

推定する技術

事業アップデート

⚫ 丸石製薬 適応症探索PJ開始

共創プロジェクト※

⚫ テクノプロ・R&D 創薬事業協業開始
⚫ 米国進出へコンサルティング契約締結
⚫ 熊本大学 共同研究開始
⚫ 東京科学大学 共同研究開始
⚫ オクラホマ大学 共同研究開始

協業⚫ Springer Natureと創薬事業協業開始
⚫ 欧米企業へ創薬事業提案開始
⚫ 東京科学大学 村田昌之特任教授 

創薬事業アドバイザー就任

協業

⚫ Novel Targets Library 事業開始
⚫ Novel Targets Library 第2段公開

⚫ Drug Discovery AI Factory 事業開始
⚫ 疾患ゲノム解析創薬標的探索独自の

解析手法開発
⚫ 「FRONTEO共創型創薬エコシステム」開始

⚫ Axcelead DDP 創薬事業協業

協業

※公開可能PJのみ記載

事業アップデート

事業アップデート

⚫ 第一三共 毒性解析
⚫ UBE 適応症探索
⚫ 武田薬品工業 安全性解析
⚫ 丸石製薬 バイオマーカー探索
⚫ エーザイ 標的探索
⚫ EAファーマ 標的探索 など

共創プロジェクト※
⚫ 中外製薬 新規標的探索
⚫ 富士製薬工業 導入品評価
⚫ マルホ 新規標的探索
⚫ 日華化学 新規標的探索
⚫ 第一三共 安全性解析 など

特許

FY25 下期

⚫ 丸石製薬

包括的共創モデル

⚫ 「DDAIF Innovation Bridge」開始

事業アップデート

⚫ エヌビィー健康研究所
⚫ セルアクシア
⚫ タグシクス・バイオ
⚫ C4U
⚫ 糖鎖工学研究所

DDAIF Innovation Bridge

⚫ 日本新薬 新規標的探索
⚫ Meiji Seika ファルマ 適応症探索
⚫ S-Quatre 適応症探索
⚫ 参天製薬 新規標的探索
⚫ アステラス製薬 新規標的探索 など

共創プロジェクト※

1件

７件

22件

ライフサイエンスAI事業

┃ 2023年7月のDDAIF開始以来、特許に裏付けられた技術がPOCでその実績を認められ、製薬企業等との共創プロジェクトへ発展

┃ FY25は、国内バイオベンチャーとの共同創薬エコシステム事業「DDAIF Innovation Bridge」や特定の疾患や研究テーマに限定しない、研究開発戦略全般
に対する意思決定を支援する「包括的共創モデル」を提供開始

┃ 2026年4月、東京科学大学に「FRONTEO AI創薬エコシステム協働研究拠点」開設。ドライ・ウェット研究の密接な連携により日本の創薬力強化に貢献

┃ 2026年5月、米国オクラホマ大学、DDAIFで発見したすい臓がん新規標的分子候補で、細胞増殖抑制効果を確認。動物実験実施へ
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注目疾患の
遺伝子ネットワーク

AIによる
最適化

独自の解析手法KIBITによる解析 仮説生成

独自の解析手法を用いて、新たな創薬標
的に繋がる仮説を生成

疾患に関連する遺伝子の繋がりをKIBIT
の予測も交えながら網羅的に表現全遺伝子

(例: LRRK2)

遺伝子ネットワーク構築

AI”KIBIT” と創薬研究者の協
業

FRONTEO Drug Discovery Best 
Known Methods

4‐ⅰ． 事業内容  AI創薬分野

独自の解析手法を駆使し、高確度の標的分子抽出とその仮説を生成

┃ PubMed等の医学薬学関連データから分子間のネットワークを構築（特許取得済み）

┃ 創薬研究者が分子間のネットワーク解析やVirtual Experiments（特定遺伝子を仮想的にノックアウトしその影響をシミュレーション）等の独自解析手法を目的

に応じ組み合わせ、高速に検証・評価を繰り返し、高確度の標的分子を抽出

┃ 創薬研究者がKIBITを活用し、未報告の標的分子についても仮説生成が可能

ライフサイエンスAI事業
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① 製薬企業による一貫型R&Dスキーム

② 一般的な水平分業型スキーム

FRONTEO起点の共創型創薬エコシステム従来の創薬開発スキームの課題

年々高騰するR&Dコストに加え、全工程を担う技術・人材の
確保が難しく、継続的な新薬創出が困難

R&Dコスト上昇と技術・人材確保の課題

各社が自社のケイパビリティに即した開発に注力するため、
結果として全体最適から逸脱しがち。R&D効率が低く、希少
疾患や小児疾患など市場規模の相対的に小さいアンメット
ニーズへの対応は劣後される傾向

アンメットニーズ対応と事業性の両立の課題

各機関が自領域に閉じた対応に終始し、技術的・商業的な視
点での相互連携が不足。プロセスごとの個別最適にとどまり、
R&D全体の生産性が高まらない

非連続な開発プロセスに起因するR&Dの非効率性

共同研究スキームの構築に時間を要するうえ、導出時の交渉、
アセスメント、知財戦略の検討など、間接的な業務負担も大
きい。その結果、開発期間が長期化する傾向にある

開発期間の長期化

互いの強みを理解する共創パート
ナーと技術連携し、疾患領域・アプ
ローチ・モダリティごとに最適な体制
を設計。各プロセスの断絶をなくし、
低コストかつ短期間な創薬活動を実
現

領域ごとに最適な
共創体制を組成

FRONTEOが起点となり、新規性
の高い標的・適応症を仮説ととも
に潤沢に提供。成功確率の高いプ
ロジェクトに注力してリソース配分
することが可能となる

リソースの集中と
失敗コストの最小化

標的探索と適応症探索を同時並行
で進めることで、開発の成功確率
とアセット価値の向上を実現

標的×適応症の同時開発

4‐ⅰ． 事業内容  AI創薬分野 FRONTEO共創型創薬エコシステム構想

┃ 新規性の高い標的分子や適応症を提案できるFRONTEO独自のテクノロジーを起点に、疾患領域やモダリティ等に応じた最適なエコシステムを構築することで、
創薬全体の革新的な生産性を実現し、開発期間の短縮と希少疾患を含む幅広い疾患領域への対応を目指す

ライフサイエンスAI事業
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製薬企業の研究開発戦略全般に対する意思決定支援

中長期の業務提携契約をベースに、全社横断でDDAIFを活用

4‐ⅰ． ライフサイエンスAI事業 AI創薬分野 ４つのビジネスモデル

③ 共創プロジェクト 

特定ニーズを起点に、テーマ・プロジェクト単位で

DDAIFを活用した研究開発を推進

Partner

② 自社研究・共同研究

FRONTEOが主体となり、DDAIFを活用して仮説・創薬標的を創出

自社研究／アカデミア等との共同研究を通じて検証を進め導出を目指す

④ DDAIF Innovation Bridge

技術（DDAIF）と資金支援を組み合わせ、
バイオベンチャーの導出成功確率向上とパイプライン価値最大化を支援

アップフロント収益の確実性高 低

中長期アップサイドの規模限定的 大

丸石製薬

Partner

UBE

熊本大学

オクラホマ大学東京科学大学

メタジェンセラピューティクス

• 中間成果に応じて複数の出口を想定

• 共創プロジェクトや導出への発展可能性

POINT
• 製薬企業の研究開発方針や戦略を踏まえた解析・仮説提示が可能

• 戦略レベルでの意思決定にDDAIFを活用することで、社内の全プロジェクトにお
いて網羅的かつアンバイアスなシーズ・パイプライン管理が可能

POINT

• 特定テーマに集中した検討が可能

• プロジェクト成果に応じて、次フェーズや包括的共創モデルへの発展可能性

POINT

Partner

セルアクシア C4Uタグシクス・バイオ

糖鎖工学研究所 エヌビィー健康研究所

• DDAIFによる機序仮説の強化と、出資を含む資金支援により、パイプライン価値の高
度化と研究開発加速を実現

• バイオベンチャーの研究面・資金面の課題を解消し、企業価値向上への道筋を構築

POINT

※公開可能PJのみ記載

Partner

包括的な業務提携契約へ深化

中外製薬 富士製薬工業

マルホ 日華化学

第一三共

日本新薬 Meiji Seika ファルマ S-Quatre 参天製薬

武田薬品工業 エーザイ EAファーマ

① 包括的共創モデル

製薬企業との共創PJへの展開

コンサルティングフィー

リテーナーフィー

ライセンスアウト一時金

マイルストーン・ロイヤルティ

ライセンスアウト一時金

マイルストーン・ロイヤルティライセンスアウト一時金

マイルストーン・ロイヤルティ

コンサルティングフィー

リテーナーフィー

ライセンスアウト一時金

マイルストーン・ロイヤルティ

コンサルティングフィー

ライフサイエンスAI事業

┃ 創薬プロセスの関与レベルや契約形態に応じて設計された4つのAI創薬ビジネスモデル

┃ 短期収益から中長期の導出・ロイヤルティまでを、複数のAI創薬ビジネスモデルで創出するポートフォリオを構築
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4‐ⅰ． 事業内容  AI医療機器分野

会話型 認知症・うつ病診断支援AIプログラムの提供

┃ 「会話型 認知機能検査用AIプログラム医療機器（SDS-881）」について、臨床試験が2026年3月完了。2026年度中の承認取得を目指す

┃ 他疾患を対象としたアライアンス及び非医療機器の産業横断アライアンス協議が進行中

AI医療機器／非医療機器の対象疾患及び社会実装に向けたアライアンス戦略

医師や心理士患者

クラウド上のAI「KIBIT」が患者の会話テキストを解析

「自動音声書き起こし」

テキストデータ

その場で判定

解析結果

５～１０分程度の自由会話から特徴を特定

汎用的なデバイス

例）産業横断アライアンス医療機器標的疾患 非医療機器

認知症

うつ病

ADHD

統合失調症

etc.…

一定の研究成果
が確認され次第
展開

社
会
実
装

インパクト

×

FRONTEO
独自技術

日本市場

特許

独自技術

×

一定の研究成果
が確認され次第
展開

海外市場 C

海外市場 B

海外市場 A

銀行
地銀ネットワークを
通じた網羅性の確保

保険
健康促進支援を

通じた新たな保険設計

通信
キャリアの新たな

サービス開発（スマホ）

自動車
スマートシティを視野に

入れた新たなMaaSサービス

産業X -

ライフサイエンスAI事業
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開発（マイルストーン収入）
医療機器分野・医療ソフトウェア共通

販売

医療機器分野（保険収載） 非医療機器分野

概要
開発フェーズⅠ、Ⅱ、Ⅲ

特許取得の有無、薬事相談のステップ
施設毎における患者の利用数 スマホなどのアプリによる利用数

収益対象
上記開発進捗による
マイルストーンフィー

１回の利用毎に収益計上
（ステークホルダーと別途案分）

受託開発総額
アカウント数
利用数等

収益タイミング イニシャル収益 リカ―リング収益
イニシャル収益
リカ―リング収益

共創プロジェクト 包括的共創モデル
Innovation Bridge/
自社研究・共同研究

KIBIT ライセンス

概要 DDAIFの共創サービスを提供 DDAIFの包括的共創サービスを提供 DDAIFの共創サービスを提供
KIBIT Amanogawa
ライセンス契約

収益対象
契約サービス数
マイルストーン
ロイヤルティ等

契約サービス数
リテイナーフィー
マイルストーン
ロイヤルティ等

アップフロント
マイルストーン
ロイヤルティ等

契約サービス数
アカウント数

収益タイミング
イニシャル収益
リカーリング収益
マイルストーン収益

イニシャル収益
リカーリング収益
マイルストーン収益

イニシャル収益
マイルストーン収益

リカ―リング収益

AI医療機器分野

AI創薬分野

┃ DDAIFについて、FY24下期より共創プロジェクトを始動。イニシャル収益中心から、マイルストーン収益やロイヤルティが開発進捗に応じて計上される収益構
造へのシフトが進む。共創型創薬エコシステム構想に基づいた柔軟な契約形態とそれに伴う収益構造の多様化が進み、収益力の継続的な向上を図る

4‐ⅰ． 収益構造

ライフサイエンスAI事業
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4‐ⅰ． 市場規模  AI創薬分野

┃ 世界人口の高齢化による慢性疾患患者数の増加や、個別化医療・精密医療への注目の高まりに起因して、創薬支援サービスの市場規模は全プロセスにおいて増
加が見込まれる。2026年には314億ドル（約4.7兆円）に到達する予測

┃ 当社のメインターゲットである標的探索・検証プロセスの市場は2021年の6,100億円から2026年には1兆620億円まで拡大が見込まれる

＊グローバルインフォメーション「創薬サービスの世界市場：プロセス別 (標的の選択、検証、リードジェネレーション)・種類別 (化学、生物学)・薬剤の種類別 (低分子、生物製剤)・治療領域別 (腫瘍、神経症)・
エンドユーザー別 (製薬、バイオテクノロジー)・地域別の将来予測 (2026年まで)」を基に作成

472 

138 

1,032 

612 

153 

815 

247 

2,199 

1,145 

304 

FRONTEOの注力領域

(仮説生成)

標的分子の選定 標的分子の解析 リード化合物の最適化 動物を用いた安全性試験

■2021

■2026

472

815

138

247

1,032

2,199

612

1,145

153

304

ヒット化合物の特定
(10億円)

バリューチェーン別の創薬サービス市場規模

CAGR
11.3％

CAGR
12.4％

ライフサイエンスAI事業
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4‐ⅰ． 市場規模  AI医療機器分野 

┃ 精神疾患を有する外来患者数は増加傾向にあり、特に認知症が平成14年から平成29年までの15年間で約4.1倍、気分障害（躁うつ病含む）は約1.8倍と増加
割合が顕著

┃ 神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害も約1.7倍に増加しており、認知症・うつ病に留まらず疾患対応範囲の拡大ニーズも見込まれる

出所：https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000940708.pdf

25.1 26.6 21.2 20.9 24.5 21.1

9.1 11.1 15 16.2
32 31.43.9 4.3 5.2 6.5

7.3 6.4
49.4

58 58.4 56.5

71.8 82.8

68.5

89.6
101.2 92.9

108.7

124.6

53.1

55.8

60.8
53.9

60.7

63.9

15.4

23.8

30.6
43.2

60.1

62.7

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H14 H17 H20 H23 H26 H29

認知症

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分障害(うつ病含む)

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害

精神作用物質使用による精神及び行動の障害

その他の精神及び行動の障害

てんかん

（万人）

精神疾患を有する外来患者数の推移

ライフサイエンスAI事業
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2022年度 2023年度
予測

2024年度
予測

2025年度
予測

2026年度
予測

2027年度
予測

2028年度
予測

FY24
予想

FY25
予想

FY26
予想

FY28
予想

FY27
予想

4‐ⅰ． 市場規模  AI医療機器分野

┃ AI医療機器市場は今後5年で約6倍に拡大

┃ 政府も法改正、審査フロー等の整備を支援し、普及を促進

＊当社予測

国内の診断・診療支援AIシステム市場規模予測

FY22 FY23

ライフサイエンスAI事業
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リアルワールド
データ解析AI

合成系AI

4‐ⅰ． 競合環境  AI創薬分野

First in Class(未知を発見)

Best in Class(最適化)

Hypothesis driven

┃ 自然言語処理をベースとした独自のAI技術基盤によって専門家（薬理研究者）の業務を加速

┃ まだAI技術が浸透していない創薬プロセスの最上流（基礎研究）がメインターゲット

Non-hypothesis driven

ネットワーク
解析系AI

ライフサイエンスAI事業
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4‐ⅰ． 競合環境  AI医療機器分野

0

50

100

150

200

米国 日本

日米で承認された言語系診断AI医療機器※1,2

（米国2024年9月現在、日本2024年12月現在）

0件※2

First in Class ※3

0件※1

×

※1) 自社調べ 医療機器の承認品目一覧 | 独立行政法人 医薬品医療機器総合機構
 承認品目一覧の分類項目が変更され、プログラム領域が加わった令和3年度（2021年度）以降の調査

※2) 自社調べ https://www.fda.gov/medical-devices/software-medical-device-samd/artificial-intelligence-and-machine-learning-aiml-enabled-medical-devices
 米国で承認されたAI／ML医療機器の中でNeurology領域に分類された機器の調査

※3) 会話型 認知機能検査用AIプログラム医療機器及び会話型うつ病診断支援AIプログラムの承認を目指しております。 
 本プログラムは2025年4月時点で開発中のものとなります。

42件※2

0

10

20

30

40

50

米国

米国で承認されたNeurology
領域のAI/ML医療機器

（2024年9月現在）

┃日本において2024年12月時点で承認されたプログラム領域の医療機器は21件※1

┃米国において2024年9月時点で承認されたNeurology領域のAI／ML医療機器は42件※2

┃自然言語系の診断AI医療機器は日米いずれにおいても不在であり、承認されればユニークなマーケットポジションが確立

21件※1

0

10

20

30

40

50

日本

日本で承認されたプログラム
領域の医療機器

（2021年4月-2024年12月）

ライフサイエンスAI事業

https://www.pmda.go.jp/review-services/drug-reviews/review-information/devices/0018.html
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https://www.fda.gov/medical-devices/software-medical-device-samd/artificial-intelligence-and-machine-learning-aiml-enabled-medical-devices
https://www.fda.gov/medical-devices/software-medical-device-samd/artificial-intelligence-and-machine-learning-aiml-enabled-medical-devices
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１．会社概要

２．企業理念

３．FRONTEOの方程式駆動型AI（人工知能）「KIBIT」

４．事業概要

i. ライフサイエンスAI事業

ii. リスクマネジメント事業

iii. DX事業

５．2026年3月期業績ハイライト

６．今後の成長戦略

７．リスク情報
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┃ リスクマネジメント領域における4つのソリューションおよび付随するサービスを集約し、リスクマネジメント事業として包括的なソリューション提供を実現

外
部
リ
ス
ク
対
策

内
部
リ
ス
ク
対
策

✓ 監査／調査対象者のメールや文書等のデジタルデータの保全、処理、解析

デジタル・フォレンジック調査ソリューション

経済安全保障ソリューション

スポット調査・リスク診断

退職者PC保全

経済安全保障室体制構築支援

第三者委員会対応

経済安全保障室伴走支援

✓ 自社のサプライチェーンにおける懸念組織との繋がり／依存度の把握
✓ 株主ネットワークを通じた実質支配状況の把握
✓ 研究者ネットワークを通じた情報流出リスクの把握

企業内データ整備 / 外部データ統合

平時対応

✓ 平時における各法令に対する抵触リスクのモニタリング
✓ 情報漏洩、人権侵害等の重大インシデントの未然予防

コンプライアンス監査ソリューション

平時モニタリングレビュー体制提供

有事対応

✓ 証拠開示手続き（ディスカバリ）における膨大な量のメー
ルや文書ファイルの中から証拠の探索

eディスカバリ支援ソリューション

データ保全・収集

ドキュメントプロダクション支援

ビジネスインテリジェンス・
コンプライアンス支援分野

リーガルテックAI
分野

経済安全保障分野

4‐ⅱ． 事業内容  全体像

リスクマネジメント事業
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外部リスク管理体制構築

企業内データ整備／外部データ統合
外部リスク管理運用開始

解析結果蓄積によるリスクヘッジ
競争優位の確保

4‐ⅱ． 事業内容  バリューチェーン

有事対応

着手 定着 高度化

●外部リスク対策

┃ 有事から平時、内部および外部それぞれにおけるリスクマネジメントソリューションの提供実績をもとに、企業におけるリスクマネジメントの着手から定着、高度
化までのソリューションを一貫して提供

リーガルテックAI分野
ビジネスインテリジェンス・
コンプライアンス支援分野

経済安全保障分野

デジタル・フォレンジック調査
eディスカバリ対応

平時対応

内部リスク管理
体制構築

内部リスク管理運用開始
(平時モニタリング)

AIによる業務効率化・安定化
潜在リスク把握／企業風土改革

リスク診断
リスクシナリオ構築

地政学リスク

顕在化

不正発生

規制強化

・法改正

●内部リスク対策

リスクマネジメント事業
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┃ 企業の法令遵守が重要な社会課題と認識される中、各法令に対する抵触リスク検知に特化したコンプライアンス監査ソリューションを300社を超える企業への
提供実績

┃ 平時の継続的なモニタリングによる、規制強化に伴う各種報告義務に対するエビデンスの蓄積、企業風土の健全化を支援

┃ 企業／部門ごとに異なる要求に応じたモデル構築／チューニングが可能であり、法改正／規制強化や監査観点の追加にも柔軟に対応

自然言語処理AI×専門領域における事業展開

4‐ⅱ． 事業内容  ビジネスインテリジェンス・コンプライアンス支援分野

BIコンプライアンス支援分野

• メール／チャット／音声テキスト監査AI「KIBIT Eye」
• ビジネスドキュメント解析支援AI「KIBIT Knowledge Probe」

「KIBIT」を活用した平時モニタリングによる法令違反リスクの検知、
各種報告義務に対するエビデンス提供、企業風土の健全化目的

展望 各業界標準となるコンプライアンスプログラムの確立

顧客設定/導入産業

AIソリューション

製品

メガバンク 大手証券 大手生保 大手損保

自動車 エネルギー インフラ大手製造

ハラスメントリスク検知
メンタルヘルスリスク検知

人事部 品質管理部

品質不正検知

法務・知財部

特許クリアランス
訴訟リスク検知

コンプライアンスリスク検知
（金商法違反／カルテル等）

コンプライアンス部

情報漏洩検知
コンダクトリスク検知

リスクマネジメント部

リスクマネジメント事業
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AI実装／BIプロフェッショナル支援

各分野の専門家の思考を「KIBIT」に反映することにより、
技能伝承及び業務効率化を実現目的

展望
生産年齢人口の減少を端緒とした専門業務の技能伝承

及び効率化ソリューションの社会実装

顧客設定/導入産業

AIソリューション

製品

┃ アルネッツが提供するDXソリューションにより企業のデジタル変革を実現し、FRONTEOが提供するBIプロフェッショナル支援ソリューションを加えることで高
付加価値化を実現する

自然言語処理AI×専門領域における事業展開

4‐ⅱ． 事業内容  ビジネスインテリジェンス・プロフェッショナル支援分野

リスクマネジメント事業

データアセスメント KIBITファイル検索

自動車 建設 電力・ガス 機械

製薬 化学 流通

KIBITの検索技術による類似性／関連性の高いナ
レッジの抽出と、生成AIを活用した情報の要約

社内の埋もれた知見を「再利用可能なデータ資産」
に/非構造ドキュメントデータを解析する
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eディスカバリ支援とデジタル・フォレンジック調査 ２領域で事業展開

┃ eディスカバリ支援：証拠開示手続き（ディスカバリ）において膨大な量のメールや文書ファイルの中から証拠を探し出す作業にAIレビューツール「KIBIT 
Automator」を活用することで、確認すべき文書量と費用の大幅な削減を実現

┃ デジタル・フォレンジック調査：第三者委員会等の決められた期限内に調査対象者のメールや文書等のデジタルデータの保全、処理、解析を行うことで、事件の真
相解明を支援

• デジタル・フォレンジックソフトウェア「KIBIT Automator」 

不正行為が疑われる対象者のパソコンや携帯の
データから事実を究明

• eディスカバリ支援ソフトウェア  「KIBIT Automator」 

不正行為が疑われる対象者の
パソコンや携帯のデータから事実を究明

デジタル・フォレンジック調査

目的

eディスカバリ支援

展望
海外進出を行う日本企業のデータ主権を守るベスト

eDiscoveryサービスプロバイダー

顧客設定 米国進出する国内外企業及び弁護士事務所

AIソリューション

eディスカバリ支援サービス

Data Celler（データ記憶媒体保管サービス）

製品

企業不正が発生した際の有事対応における最適なパートナー

日本国内企業及び弁護士事務所

フォレンジック調査 退職者PC保全サービス

企業不正の予兆検知
「saki-mori」

クレジットカード不正調査/
サイバーセキュリティ調査

4‐ⅱ． 事業内容  リーガルテックAI分野

リスクマネジメント事業
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Collection Document ReviewData Process
Production

Hosting

eディスカバリ支援、デジタル・フォレンジックの工程

┃ eディスカバリ支援、デジタル・フォレンジック調査において、ドキュメントレビューにかかる費用が大半を占める中、「KIBIT」を活用することで訴訟と関連性の高
い文書からレビューを行うことが可能となり、弁護士や企業の時間とコストを大幅に削減することが可能

70%5%

10%

10%
5% レビュー費用プロセス工程費用

ドキュメントレビューにかかる費用・労力・時間の負担が大きい

リスクマネジメント事業

4‐ⅱ． 事業内容  リーガルテックAI分野



© FRONTEO, Inc. 2026  Proprietary and Confidential 39

法律事務所

共同セミナー・勉強会の開催 ポータルサイトの運営

潜在顧客
（知識の強化、専門家との接触）

（潜在顧客との接触）（潜在顧客との関係深化）

共催

参加

セミナー・勉強会

FRONTEO Legal Link Portal

登録会員数 21,400名※

日米弁護士による解説動画掲載
登壇弁護士数 ４００名以上※

視聴可能動画数 1,000本以上※

「弁護士や専門家の活躍機会の拡大」

「企業の法的競争力の強化」

を支えるプラットフォームの提供

※ 2025年11月30日現在

┃ 法律事務所との共同セミナー開催及び法律専門家向けポータルサイト運用を継続的に実施し、強固な顧客基盤を構築

4‐ⅱ． 事業内容  リーガルテックAI分野

リスクマネジメント事業
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┃ 官公庁における経済安全保障政策実現のための「KIBIT Seizu Analysis」の提供及び各種調査テーマに応じたコンサルティング

┃ 民間企業における輸出入規制／技術流出リスクの検知及び対策立案のための「KIBIT Seizu Analysis」の活用

官民学の経済安全保障領域における事業展開

経済安全保障分野

• 経済安全保障ソリューション「KIBIT Seizu Analysis」
✓ 自社のサプライチェーンにおける懸念組織との繋がり／依存度の把握
✓ 株主ネットワークを通じた実質支配状況の把握
✓ 論文共著関係／所属組織／経歴をもとにした人の繋がりの把握
✓ 上記の認識を通じた対策の立案

• 経済安全保障室立ち上げコンサルティングサービス

「KIBIT Seizu Analysis」を活用した経済安全保障対策の推進
およびその基盤としての経済安全保障室の立ち上げ支援目的

展望
官民学それぞれのニーズに応える経済安全保障プラットフォーム

の構築と、経済安全保障室の運用定着

顧客設定
官公庁および特定重要物資／外為法コア業種企業

ならびに大学・研究機関

AIソリューション

製品

サプライチェーンリスク解析 株主支配リスク解析

研究者ネットワークを活用した
技術流出リスク解析

4‐ⅱ． 事業内容  経済安全保障分野

リスクマネジメント事業
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┃ 経済安全保障における必要機能階層を定義し、データドリブンな意思決定を行うための総合的なサービス体制構築を図る

┃ 組織階層に対応する、2025年5月に経済安全保障室立ち上げコンサルティングサービスを発表。データ階層も短期でのサービス化を予定

4‐ⅱ． 事業内容  経済安全保障分野

経済安全保障室

経営トップ

企業の戦略的資産とサプライチェーンを、想定される各種リスクから守ることで
持続可能なグローバル事業を支える

アプリ階層

データ階層

組織階層

サプライチェーン可視化 株主支配ネットワーク 研究者ネットワーク

自社取引先リスト 各国制裁リスト オープンソースデータ

部署間統括 リスクマネジメント KPIモニタリング

専門人材がデータを利活用し自立的に業務を遂行

内部保有データと外部データを統合／一元管理

データ自動収集／解析に基づく判断指標提示 Seizu Analysis
既存ソリューション

経済安全保障室立ち上げコンサルティング
2025年5月発表

アルネッツとの協業想定領域
FY25、26想定

3つの階層それぞれのサービス／ソリューション

を提供することで顧客の経営判断支援を加速

リスクマネジメント事業
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┃ 社会的な要請を背景として、官公庁・アカデミアでの多数の実績を民間に展開しシェアを拡大

テーマに沿った解析／コンサルティング
政府

独立行政法人

サプライチェーン
株主支配ネットワーク

研究者ネットワークの提供

特定重要物資のサプライチェーンに関わる企業
外為法コア業種に分類される企業

データ基盤

経済安保対策の支援

研究開発
チーム

戦略コンサル
ティングチーム

✓ 制裁リスト／輸出入規制／有報等
公示情報のアップデート

✓ 導入先のSC／研究者情報等の個
別情報のアップデート

✓ 各種探索モデルの構築
✓ 各種レポートの作成

✓ 政府/導入先企業に対する
コンサルティング／実務支援

✓ 新規導入先の開拓

官民学の経済安全保障プラットフォームの構築へ向けて

ステークホルダーのメリット及びマネタイズの可能性

✓ 官公庁／既存導入先／アカデミアからの紹介を
活用

✓ 経済安全保障室の設立／維持にかかる費用の
50%程で訴求

✓ サプライチェーンリスク／資本政策上のリスク／技術
流出の回避

✓ 経済安全保障対策負荷の軽減

✓ 官民情報連携による経済外交戦略の推進支援
✓ サプライチェーン／技術流出リスクの発見
✓ 外為法／特定重要物資の供給確保計画等における審

査の負荷軽減／期間短縮

✓ 随意契約での基盤提供／情報の活用支援政府サイド

企業サイド

2千万～5千万/年
×10機関

5千万～1億/年
×50社程度

メリット マネタイズポイント 想定規模

4‐ⅱ． 事業内容  経済安全保障分野

リスクマネジメント事業
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Collection Process Review Hosting

概要
対象者の端末から
データを抽出

抽出したデータを
関係の有無で仕分

仕分けたデータを確認 係争中案件のデータを保管

収益対象 台数（PC等） 対象データのGB容量 人×対象時間
保存データのGB容量

（リカーリング：3か月～10年）

収益
タイミング

イニシャル収益 イニシャル収益 イニシャル収益 リカーリング収益

コンサルティング アセスメント
PoC／

リスク診断
トライアル利用

システム開発／
データ統合／
導入支援

ライセンス
保守／
運用支援

概要 リスク管理体制の
コンサルティング伴走支援

AIの適用範囲を整理し
業務改善効果を提案

KIBIT製品、
その他AI技術を用いた

仮説検証
企業のリスク診断

KIBIT製品の
トライアル利用

およびレポート提供

KIBIT製品活用のための
個別システム開発
企業データの統合

KIBIT製品の導入支援

KIBIT製品の
ライセンス提供

KIBIT製品の
ライセンス保守

受託開発システム保守
KIBIT製品の運用支援

収益対象
コンサルタント工数
（人×対象工数）

コンサルタント工数
（人×対象工数）

結果報告書
（人×対象工数）

各種ライセンス
結果報告書

（人×対象工数）

人月単価
（人×対象工数）

各種ライセンス 毎月のサポート等

収益
タイミング

イニシャル収益 イニシャル収益 イニシャル収益 イニシャル収益 イニシャル収益 リカーリング収益
リカーリング収益
イニシャル収益※

※ 運用支援に関して、スポットで対応するイニシャル収益の場合もあり

BIコンプライアンス支援分野／BIプロフェッショナル支援／経済安全保障分野

リーガルテックAI分野

4‐ⅱ． 収益構造

リスクマネジメント事業
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4‐ⅱ． 市場規模

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

リスクマネジメント市場規模

（億円）

┃ 規制強化、コンプライアンスリスクの拡大、情報漏洩の脅威等、組織のリスク認識の高まりに牽引され市場は拡大見込み

┃ 2033年には約3,800億円規模に成長すると予測

CAGR
13.5％

リスクマネジメント市場規模（2024～2033年）

＊当社予測

リスクマネジメント事業
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人材派遣

プラット
フォーム系

専門性

コモディティ

AI／システム活用人的支援

テキスト
マイニング

系

コンサルティ
ングファーム

✓ 業界／規制／法令に応じた顧客特化型コ
ンプライアンス監査モデルの構築

✓ 企業データにOSINTを加えた国内初の経
済安全保障対策ソリューションの提供

✓ 各ソリューションのエンタープライズ企業
への導入実績の活用

4‐ⅱ． 競争環境

┃ エンタープライズ企業におけるプロフェッショナル業務（専門家の判断支援）に特化したソリューションを提供

┃ 実績やKIBITの解析技術を活用した人的支援サービス（体制構築支援／リスク診断／平時レビュー支援／有事対応等）から、KIBITの導入までを一貫して提供

BPO
サービス

生成AI系

✓ キーワード／ルールベースによる抽出

✓ 汎用的なモデルを活用したテキスト分類

体制構築支援
リスク診断

平時レビュー支援
有事対応

リスクマネジメント事業
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各分野の専門家の思考を「KIBIT」に反映することにより、
技能伝承及び業務効率化を実現

従来の外部依存によるシステム構築から、内部主導でデータの利活用、
業務改善やビジネス改革などを実践するDXの実現をサポート

AI実装／BIプロフェッショナル支援

目的

データ統合／デジタル化

展望
AI実装／プロフェッショナル支援の基盤となるデータ統合／デ

ジタル化の実現

主要顧客群

AIソリューション

製品・サービス

生産年齢人口の減少を端緒とした専門業務の技能伝承

及び効率化ソリューションの社会実装

自動車 化学 機械 製薬

金融 流通 サービス

自動車 建設 電力・ガス 機械

製薬 化学 流通

システム間連携データ統合

個別システム開発
データアセスメント KIBITファイル検索

ローコード開発プラットフォームMendixを活用し
たERP／PLM等のシステム間連携、データ統合、
UI開発

DX内製化支援

DX／システム開発の教育に加え、国内初となる日
本語によるMendix資格対策講座の提供、および
ハンズオンでの育成

DX Academy

AIエージェント開発、バイブコーディング開発と
KIBITを融合させ、システムのIN、OUTでのAI利
用を促進させる。

バイブコーディング

┃ アルネッツが提供するDXソリューションにより企業のデジタル変革を実現し、FRONTEOが提供するBIプロフェッショナル支援ソリューションを加えることで高
付加価値化を実現する

DX事業

4‐ⅲ． 事業内容  全体像

DX事業

KIBITの検索技術による類似性／関連性の高いナ
レッジの抽出と、生成AIを活用した情報の要約

社内の埋もれた知見を「再利用可能なデータ資産」
に/非構造ドキュメントデータを解析する



© FRONTEO, Inc. 2026  Proprietary and Confidential 48

デジタル化 AI実装

┃ DX実現段階および課題の種類に応じたソリューションを有しており、DX推進の初期段階からAI実装による高度化までを一貫して支援可能

アルネッツ FRONTEO

プロフェッショナル支援

データ統合
個別受託開発／Mendixの活用

デ
ー
タ
未
整
備
・分
断

データアセスメント
KIBITによる価値あるデータの抽出／分類／可視化

データマネジメント

DX内製化支援

Ｉ
Ｔ
ス
プ
ロ
ー
ル

システム間連携
Mendixの活用によるERP／PLM／受託開発システム等の連携

モダナイゼーション

DX内製化支援

ガ
バ
ナ
ン
ス
不
在

DX人材育成
DX／システム開発の教育、Mendix技術者の育成、

教育プラットフォームの提供

人材育成

DX Academy @rise

プロフェッショナル人材育成／技能伝承
KIBITの検索技術による熟練者の有するナレッジの集約と
生成AIを活用したナレッジの要約、人材育成基盤の提供

@rise

価値あるデータの発掘／競争優位の確保
KIBITの検索技術／分類技術による

企業内に埋もれた価値あるデータの抽出と情報のマップ化

プロフェッショナルの業務効率化／品質安定化
KIBITの検索技術による業務観点に応じた

関連性の高い資料／ナレッジの抽出

DX事業

4‐ⅲ． 事業内容  バリューチェーン
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アセスメント
（コンサルティング）

PoC
（実証実験）

システム開発／
導入支援

ライセンス
保守／
運用支援

講座提供

概要
データアセスメントおよび

AI活用を提案する
コンサルタント業務

「KIBIT」およびその他AI技
術を用いた概念検証

個別システム開発の提供

KIBIT／アルネッツ社製品およ
びMendixの導入支援

KIBIT／アルネッツ社製品の
ライセンス提供

Mendixのサブライセンス提供

ライセンス保守、
受託開発したシステム保守、

各種製品の運用支援

DX Academyにおける
講座提供

収益対象
コンサルタント工数
（人×対象工数）

結果報告書
（人×対象工数）

人月単価
（人×対象工数）

各種ライセンス 毎月のサポート等

コンテンツ提供
ハンズオン講座

（講座当たり単価）

カスタム講座提供
（人×対象工数）

収益
タイミング

イニシャル収益 イニシャル収益 イニシャル収益 リカーリング収益
リカーリング収益
イニシャル収益※1

イニシャル収益
リカーリング収益※2

※1 運用支援等を定期の契約ではなく、スポットで対応するイニシャル収益の場合あり

※2 年度単位での契約の場合あり

4‐ⅲ． 収益構造

DX事業
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4‐ⅲ． 市場規模

0
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40
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2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

DX市場規模

（兆円）

┃ 製造業を中心とした企業の業務効率化／自動化／技能伝承の課題は深刻度を増しており、引き続き市場は拡大見込み

┃ 政府によるデジタル政策の推進、クラウド活用拡大に伴い2033年には約45兆円規模に成長すると予測

CAGR
20.3

％

DX市場規模（2024～2033年）

＊当社予測

DX事業
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技術者派遣
SES事業者

クラウド
ベンダー

4‐ⅲ． 競争環境 

┃ アルネッツが企業のデジタルトランスフォーメーションを推進

┃ FRONTEOがAI活用によるプロフェッショナル業務の支援ソリューションを提供

専門性

コモディティ

AI／システム活用人的支援

プロダクト
ベンダー

コンサルティ
ングファーム

DX内製化支援（Mendix導入）
DX Academy

@rise
個別システム開発

✓ KIBITの検索技術による類似性／関連性の
高いナレッジ抽出

✓ KIBITの分類技術によるテキスト情報の分
類／マップ化

DX事業
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5. 2026年3月期 通期 経営指標

┃ 連結売上高は、ライフサイエンスAI事業（AI創薬分野）の好調およびアルネッツ（DX事業）の買収効果が、リスクマネジメント事業（リーガルテックAI分野）の

米国事業撤退による売上減少を上回り、前年同期比25.3％増で着地

┃ 連結営業利益は、ライフサイエンスAI事業の収益改善およびアルネッツ（DX事業）の収益貢献により、前年同期比40.1％増で着地

┃ 引き続き、ライフサイエンスAI事業を中核事業と位置づけ、経営資源を戦略的に選択・集中することで、事業拡大を加速

売上高

7,643 百万円
前年同期比 ＋25.3%

連結業績

売上高

1,033百万円
前年同期比 ＋191.4%

ライフサイエンスAI事業

営業利益

▲16百万円

営業利益

739百万円
前年同期比 ＋40.1%

EBITDA

1,182百万円

売上高

4,019百万円
前年同期比 ▲25.2%

リスクマネジメント事業

営業利益

606百万円
前年同期比 ▲8.1%

売上高

2,590百万円
前年同期比 ＋598.9%

DX事業

営業利益

149百万円
前年同期比 ＋49.6%
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28 64
107

119 75

16648 73

241

４２３ 141

518

FY23 FY24 FY25

4Q

3Q

2Q

1Q

5. ライフサイエンスAI事業 売上高

※共創プロジェクトとは、製薬企業と当社の研究チームが協調し、検証済標的の獲得までを目指す形態

YoY
2.9倍

26 15
6420 17

120

40 27

194

24
63

370

FY23 FY24 FY25

4Q

3Q

2Q

1Q

（百万円）

1.1億円
1.2億円

7.5億円

YoY

6.3倍

AI創薬売上高

┃ AI創薬分野のAI創薬支援サービス “Drug Discovery AI Factory(DDAIF)” は、共創プロジェクト※案件数がFY24の７件から大幅に増加し、22件で着地。

また、国内バイオベンチャーとの共同創薬エコシステム事業「DDAIF Innovation Bridge」が第４四半期から収益に貢献し、下期は営業利益黒字化を達成

┃ AI医療機器分野において、塩野義製薬との共同開発の「会話型 認知機能検査用AIプログラム医療機器（SDS-881）」は、製造販売承認取得および社会実装に

向けた開発が計画通りに進捗。「トークラボKIBIT」の収益はFY２５から寄与

6.2億円

3.5億円

10.3億円

AI医療機器契約

一時金の一部を

計上

売上高

（百万円）
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5. リスクマネジメント事業 BI・コンプライアンス支援分野 分野別売上高

YoY
▲8.2％

売上高

（百万円）

大型案件ライセン

ス買取による収

益を一括計上

┃ 売上高は前年同期比8.2％減。リカーリング率85％

┃ リカーリング収益は堅調に推移した一方、新規案件の積み上げは十分な成果に至らず

┃ 引き続き、情報漏洩、人権問題、品質不正などの社会的重要度の高いテーマにおける需要の取り込みを推進するとともに、プロダクトの選択と集中を通じて収益

性の高い事業構造への転換を進める

13.３億円

14.2億円 14.5億円
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5. リスクマネジメント事業 リーガルテックAI分野 分野別売上高

┃ 売上高は前年同期比38.8％減

┃ 米国・台湾からの事業撤退の影響を受け、 eディスカバリ案件の売上減少。一方、国内では第三者委員会や特別調査委員会を含む調査ニーズの高まりを受け、  

デジタル・フォレンジック案件は堅調に推移

21.3億円

YoY

▲38.8％

売上高

（百万円）
45.7億円

34.9億円

FY23 FY24 FY25

4Q

3Q

2Q

1Q

デジタル・フォレンジック
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5. リスクマネジメント事業 経済安全保障分野 分野別売上高

┃ 売上高は前年同期比28.2％増と大幅増収。官公庁向けは前年同期比約2倍。リカーリング率68％

┃ 内閣府事業の一環である「研究セキュリティ・リスクマネジメントシステム」を受託開発

┃ 日本の研究競争力と安全保障を脅かすリスクとして、国際的な研究活動における技術流出や外国からの不当な影響への懸念が高まる中、日本政府は2025年

12月に「研究セキュリティ・インテグリティの確保に関する取組のための手順書」を策定。研究機関や企業に対して体制整備を求めるなど、本分野における需要は

今後も拡大する見込み

5.4億円

YoY
＋28.2％

売上高

（百万円）

4.2億円

3.1億円
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4.３億円
3.７億円

YoY
7.0倍

5. DX事業 売上高

┃ 売上高はアルネッツ買収により前年同期比7倍と大幅増収

┃ アルネッツが提供するソリューションを通じて、企業内に分散するデータの統合およびデジタル化を実現し、企業のDX推進のための基盤を整備

┃ FRONTEOのプロフェッショナル支援ソリューションとの組み合わせにより、DX推進の初期段階からAI導入・高度化に至るまで、包括的なDX支援を可能なも

のとし、DX事業の持続的な成長を目指す

25.9億円

売上高

（百万円）



© FRONTEO, Inc. 2026  Proprietary and Confidential 59

１．会社概要

２．企業理念

３．FRONTEOの方程式駆動型AI（人工知能）「KIBIT」

４．事業概要

i. ライフサイエンスAI事業

ii. リスクマネジメント事業

iii. DX事業

５．2026年3月期業績ハイライト

６．今後の成長戦略

７．リスク情報



© FRONTEO, Inc. 2026  Proprietary and Confidential 60

155

（130）

40

（50）

40
(50)

75

（80）

20

（‐）

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

６．ステージ4 （中期計画） FY28の売上高・営業利益イメージ

② 成長投資を行ってきたライフサイエンスAIが、FY28 
連結売上高300億円、営業利益60億円の達成を牽引
していく

＊ （）は前回公表時の目標数字。

①

②

ライフサイエンスAIをステージ４の中核事業と位置づけ、経営資源の集中を徹底

① FY21をピークとした連結売上高の減少は、
リーガルテックAI（LTAI）事業の売上縮小が主な要因

売上高 300 億円超

営業利益 60 億円超

FY28

前回公表した事項（2025年6月24日）からの変更点

リスクマネジメント事業
一方、リスクマネジメント事業については、経営資源をライフサイエンスAI事業へ集中投資する方針のもと、FY25の実績を踏まえFY28計画を
約10%減に修正

ライフサイエンスAI事業
中核事業として位置付けているライフサイエンスAI事業については、従来のアップフロント型収益モデルから、パイプライン導出による一時金、マ
イルストーン、ロイヤルティなどを軸としたアップサイド型収益モデルへの転換の推進。FY28の計画を130億から155億円に上方修正。リスク
マネジメント事業の減少分をライフサイエンス事業の成長が補う計画

リーガルテックAI分野

ライフサイエンス
AI事業

経済安全保障分野

BIコンプライアンス支援分野、
BIプロフェッショナル支援分野

DX事業

リスクマネジメント事業

DX事業
買収したアルネッツ社が想定通りの効果を発揮していることから、FY28計画を据え置いたが、プロフェッショナル支援分野をリスクマネジメン
ト事業へ戻したため、DX全体ではFY28の計画を純減
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６．FY25の振り返り

ライフサイエンスAI事業

BI・プロフェッショナル支援分野との一体運営を通じた、高付加価値な統合型DXソリューション提供を推進し、株式会社アルネッツ（以下アルネッツ）による顧客基盤の拡大に注力した戦略が
奏功したため、営業利益などを期初計画から上方修正（2025年11月14日）
アルネッツ買収により前年同期比７倍と大幅増収。FRONTEOのプロフェッショナル支援ソリューションとの組み合わせにより、DX推進の初期段階からAI導入・高度化に至るまで、包括的な
支援を可能なものとし、DX事業の持続的な成長を目指す

FY25全社総括

リスクマネジメント事業

DX事業

AI創薬分野の共創プロジェクトが当期のKPIを超過するなど、想定を上回る受注ペースで進捗したため、営業利益などを期初計画から上方修正（2025年11月14日）
売上高は前年同期比約３倍に成長。下期において営業利益黒字化を達成し、通期黒字化へ目途
■ライフサイエンスAI事業 AI創薬分野：
創薬開発プロセスの関与レベルや契約形態に応じて設計された４つのAI創薬ビジネスモデルを構築。従来のアップフロント型の収益に加え、パイプライン導出の一時金、マイルストーン、ロイ

ヤルティを軸としたアップサイド型収益モデルのポートフォリオを形成

■ライフサイエンスAI事業 AI医療機器分野：
塩野義製薬との共同開発「会話型 認知機能検査用AIプログラム医療機器（SDS-881）」は2026年度の承認取得へ向けて予定通りの進捗

ビジネスインテリジェンス・コンプライアンス支援分野において、新規獲得の積み上げが前年同期比減少したため、営業利益などを期初計画から下方修正（2025年11月14日）
■ビジネスインテリジェンス・コンプライアンス支援分野：
    金融領域への導入は順調に進み、リカーリング収益は堅調に推移した一方、製造業における解約および新規案件獲得の停滞により当初計画には至らず
■リーガルテックAI分野：
米国・台湾からの事業撤退の影響を受けeディスカバリ案件の売上減少。一方、国内では第三者委員会を含む調査ニーズの高まりを受け、デジタル・フォレンジック案件は堅調に推移
■経済安全保障分野：
売上高は前年同期比28.2%増と大幅増収。官公庁向けは前年同期比約２倍。リカーリング率は68%と高水準を維持。内閣府事業の一環である「研究セキュリティ・リスクマネジメントシステム」
を受託開発
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６．FY25までの振り返りとステージ４への変更点

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ Drug Discovery AI Factory（DDAIF）を核とする、創薬プロセスの関与レベルや契約形態に
応じて設計された４つのAI創薬ビジネスモデルを構築。従来のアップフロント型の収益に加え、

パイプライン導出の一時金、マイルストーン、ロイヤルティを軸としたアップサイド型収益モデルの
ポートフォリオを形成

✓ 共創プロジェクト案件は、FY24の7件から大幅に増加し、22件で着地

✓ 特定の疾患や研究テーマに限定しない、研究開発戦略全般の意思決定を支援する「包括的共創
モデル」を提供開始

✓ 国内バイオベンチャーとの共同創薬エコシステム事業「DDAIF Innovation Bridge」を開始し、
FY25 4Qから収益に貢献

✓ 「自社研究・共同研究」においては、DDAIFで発見したすい臓がん新規標的分子候補において
細胞増殖抑制効果を確認。オクラホマ大学で研究を推進しており、今後は動物実験によるさら
なるエビデンスの蓄積を進める

✓ 引き続き、AI創薬ビジネスは、当社グループの中長期的な成長の中核事業としての位置づけ

✓ 複数の製薬企業との共創プロジェクトを通じて蓄積した知見と成功実績を基盤に、製薬企業の研
究開発戦略全般を支援する「包括的共創モデル」の拡大

✓ 「DDAIF Innovation Bridge」においては、アップサイド型収益モデルの共同研究・事業化を推
進し、非連続な収益機会を目指す

✓ 「自社研究・共同研究」においては、東京科学大学やオクラホマ大学との共同研究を通じて、新
規性の高い創薬パイプラインを創出し、自社保有パイプラインの導出における収益化

✓ 米国市場への本格的な展開を推進。グローバル製薬企業及び研究機関との連携拡大

✓ 従来の共創プロジェクトによる安定的なアップフロント収益構造から、パイプライン導出による
一時金やマイルストーン、ロイヤルティ収入のアップサイド型収益モデルを拡大し、非連続な成
長と持続的な企業価値の実現を目指す

ライフサイエンスAI事業 （AI創薬分野）

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ 「会話型 認知機能検査用AIプログラム医療機器（SDS-881）」について、厚生労働省のプロ
グラム医療機器調査会において優先審査対象品目への指定を受け、治験届を提出。2026年度の
承認取得を目指す

✓ 非医療機器に関しては、産業横断アライアンスの一環として、「あたまの健康度」判定Webア
プリケーションサービス「トークラボKIBIT」販売開始

✓ 「会話型 統合失調診断支援AIプログラム」「会話型 ADHD診断支援AIプログラム」等、その
他開発パイプラインについても予定通り進捗、アライアンス候補先の選定を開始

✓ 塩野義製薬との業務提携契約からの、開発進捗に応じたマイルストーンフィーと上市後の販売に
応じたロイヤルティ収入を見込む

✓ 認知症・うつに続く他疾患を対象としたアライアンスのパイプラインも進行中

✓ 非医療機器を対象とした産業横断アライアンスによる社会実装により非連続成長を見込む

✓ 海外市場への展開も検討

ライフサイエンスAI事業 （AI医療機器分野）
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６．FY25までの振り返りとステージ４への変更点

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ 企業の不正リスクの未然防止に関する需要は拡大基調

✓ 規制強化を背景に、大手金融機関を中心に不正検知システム「KIBIT Eye」の導入が進展。五
大証券会社への導入実績は4社（80%）へ拡大

✓ リカーリング収益は85%に到達。リカーリング収益は堅調に推移した一方、新規案件の積み上
げは十分な成果に至らず

✓ 前回の公表に対し、FY25の実績を鑑みステージ４（中期計画）の売上計画を変更

✓ 「KIBIT Eye」を基幹サービスとしたリカーリング率向上に加え、プロダクトの選択と集中を通
じて事業収益性の向上を図り、持続的な成長を実現

✓ 既存顧客との取引深耕に加え、金融機関や製薬企業をはじめとする大手企業・準大手企業をター
ゲットとした大規模プロジェクトの獲得を推進

リスクマネジメント事業 （BIコンプライアンス支援分野）

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ 国際情勢、地政学リスク及び各国の規制を背景にした制裁リスクへの対策だけでなく、対応の
遅れによる機会損失が大きな課題になり、民間企業のサプライチェーンリスクの可視化や、制
裁リスト対象国・組織による実質支配を把握するニーズが拡大

✓ 売上高は前期比28.2％増と大幅増収。売上高に占めるリカーリング比率も68％まで到達

✓ 内閣府事業の一環である「研究セキュリティ・リスクマネジメントシステム」を受託開発する
など、官公庁向け案件は、前年同期比2倍の成長

✓ 日本の研究競争力と安全保障を脅かすリスクとして、国際的な研究活動における技術流出や外国
からの不当な影響への懸念が高まっている。こうした中、日本政府は2025年12月に「研究セ
キュリティ・インテグリティの確保に関する取組のための手順書」を策定。研究機関や企業に対
して体制整備を求めるなど、本分野における需要は今後も拡大する見込みのため、「研究セキュ
リティ・リスクマネジメントシステム」の事業を強化していく

✓ 「KIBIT Seizu Analysis」を活用したソリューションの提供を通じて事業拡大を図り、リニアな
成長を見込む

リスクマネジメント事業 （経済安全保障分野）

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ 米国子会社の撤退によりeディスカバリ案件売上減少した一方、国内では第三者委員会を含む
調査ニーズの高まりを受け、デジタル・フォレンジック案件は堅調に推移

✓ 収益相関性が高い組織／オペレーションを維持し、収益性の高い事業運営を継続

✓ 顧客基盤の構築に向けた「FLLP」の推進や「Risk Initiative Community」を通じたマーケ
ティング及び営業活動を積極的に展開

✓ 引き続き、顧客基盤の構築・強化活動を継続

✓ BIコンプライアンス支援分野と連携を一層強め、有事対応で得た知見を平時におけるリスク診断
やリスクシナリオの構築などにより、顧客への提供価値向上と収益機会の拡大を図る

✓ 既存リソースをベースに、利益確保に重点を置いた堅実な事業運営の方針を継続

リスクマネジメント事業 （リーガルテックAI分野）

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ 製造業を中心とした日本企業では、生産年齢人口の減少や熟練技術者の退職に伴う技能伝承の
課題が深刻化しており、中長期的な成長が見込まれる重要な領域と位置づけ

✓ DX事業からリスクマネジメント事業へ戻す

✓ 前回の公表に対し、FY25の実績を鑑みステージ４（中期計画）の売上計画を変更

✓ 「KIBIT Libria」「匠KIBIT零」を中心ソリューションと位置づけ、戦略的なプロダクトの選択
と集中を実行することで、中期的な競争力強化を優先する

リスクマネジメント事業 （BIプロフェッショナル支援分野）
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６．FY25までの振り返りとステージ４への変更点

FY25までの課題と進捗状況 ステージ４への影響

✓ 2025年4月に株式会社アルネッツを子会社化。これによりプロフェッショナル支援分野を含め
た売上高は前年同期比7倍と大幅増収。

✓ アルネッツが提供するソリューションを通じて、企業内に分散するデータの統合およびデジタ
ル化を実現

✓ 企業のDX推進のための基盤を整備

✓ FRONTEOのプロフェッショナル支援ソリューションである「KIBIT」を「Mendix」へアドオン
することで、統合されたデータを基に多面的な価値創出が可能となり、高付加価値な統合型DX
ソリューションの提供を実現

✓ 両ソリューションを組み合わせることで、DX推進の初期段階からAI導入・高度化に至るまで、
包括的なDX支援を可能とし、DX事業の持続的な成長に向けた取り組みを加速する

DX事業 （株式会社アルネッツ・DX内製化支援、システム開発分野）
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FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

６．ライフサイエンスAI事業 AI創薬分野 将来性とKPI

┃ FY28 売上高155億円達成を目指し、 AI創薬支援サービス (DDAIF) の共創プロジェクト*型案件数と導出/成果報酬件数をKPIとする

┃ DDAIFを活用し従来のアップフロント型の収益に加え、パイプライン導出の一時金、マイルストーン、ロイヤルティを軸としたアップサイド型収益モデルのポート

フォリオを形成

┃ 中長期的には当社独自で探索した分子を製薬会社へ展開することから見込まれる収益も視野に

年度別目標

FY23実績 FY24実績 FY25実績 FY26 FY27 FY28

アップフロント型
収益

案件数
０

（０）
7

（３）
22

（10）
25

（25）
35

（35）
39

（39）

アップサイド型
収益

導出/成果
報酬件数 - - -

1
（－）

6
（－）

12
（－）

AI医療機器 2.8億

AI創薬 7.5億

＊共創プロジェクトとは、製薬企業と当社の研究チームが協調し、検証済標的の獲得までを目指す形態 （）は前回公表時の目標数字。前回公表との比較が無いため（ー）にしております

AI創薬

125億

（１００億）

AI医療機器

30億

（30億）

✓ FRONTEOの技術基盤と親和性の高い標的分子や適
応症、バイオマーカー探索等の領域を基軸とした案件
創出

✓ バリデーション合格／開発マイルストーンなど

FRONTEOが創出した成果の妥当性が一定確認でき
たタイミングにおいて収益回収をすることで、期待収益
規模をスケールアップ

✓ また、共創プロジェクトで得られた知見や成果及び収
益は、新たな技術開発に再投資し創薬パイプラインの
創出・開発成功率を継続的に向上させていく

✓ 高度専門人材（主に薬理研究者及びデータサイエンティ
スト）の採用に向けた積極投資

ステージ4（中期計画）
最終年度 ステージ４達成のための施策

AI医療機器 2億

AI創薬 1億
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中長期

リテーナーフィー

ライセンスアウト一時金

マイルストーン・ロイヤルティ

FY28現在

６．ライフサイエンスAI事業 AI創薬分野 ビジネスモデル成長イメージ

収益規模

100億

コンサルティングフィー

今後

現在

┃ FRONTEOは医薬品開発の設計図ともいえる「仮説」を提供

┃ 共創プロジェクトをベースとした安定的な収益モデルを基盤とし、創薬開発の進捗に応じたマイルストーンや、パイプライン導出型のビジネスモデルによる、中長
期的な非連続成長を目指す
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┃ 製薬企業への導出（ライセンスアウト）を目指すパイプラインが複数進行中

┃ すい臓がん案件は、米国におけるがん研究の中核機関の一つであるオクラホマ大学で研究を推進。今後は動物実験により、さらなるエビデンスを蓄積

┃ エヌビィー健康研究所との案件は、最短で2026年度中の製薬企業への導出（ライセンスアウト）を目指す

ターゲット選定 リード探索・最適化 前臨床試験 臨床試験 承認

導出FRONTEO エコシステム

ライセンスアウトパイプライン

すい臓がん
ONCOLOGY

自社研究

線維症
代謝疾患

抗体 ★特許済み

オンコロジー
ONCOLOGY

抗体

低分子創薬シーズ
領域非公開

低分子

① 自社研究。In vitroにてがん細胞の増殖抑制試験を行い、一定の効果を確認。米国オクラホマ大学で追加試験を実施。今後In vivoへ移行

リード探索・最適化 ― ― ―

前臨床試験 ― ―

臨床試験 ―

前臨床試験 ― ―

② エヌビィー健康研究所との「DDAIF Innovation Bridge」共同開発案件。GPCRを標的とした抗体医薬品

③ 他社との共同プロジェクト

④ 他社との共同プロジェクト。創薬シーズの創出および製薬企業への導出を見据えた段階

案件/領域

６．ライフサイエンスAI事業 AI創薬分野 ライセンスアウトパイプライン
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ターゲット選定 化合物探索・最適化 前臨床試験 臨床試験 承認

６．ライフサイエンスAI事業 AI創薬分野 基礎研究から臨床研究を効率化し導出力を強化

仮説生成〈医薬品設計図〉 プラットフォーム企業 製薬企業

製薬企業へ導出

KIBIT AI Biology Lab

2026/05/13～

東京科学大学

FRONTEO AI創薬エコシステム

協働研究拠点（ウェット検証）

2026/04/27～

オクラホマ大学（すい臓がん研究） 

2025/07/23～

DDAIF

バイオベンチャー群

「DDAIF Innovation Bridge」

2026/02/12～

対象モダリティー

・低分子

・中分子

・高分子

・GPCR抗体

・糖鎖

・CRISPR-Cas3（クリスパー・キャス・スリー）

・核酸

・ダイレクトコンバージョン技術 etc

Real World Dataを活用した研究

（予定）2026/秋～

┃ DDAIFにより、通常10年以上を要するターゲット選定から化合物探索・最適化、前臨床試験までのプロセスを大幅に効率化し、短期間での導出が可能に
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FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

① 会話型 認知機能検査用AIプログラム

② 会話型 うつ病診断支援AIプログラム

③ 「トークラボKIBIT」

④ その他精神疾患を対象としたアライアンス

⑤ 非医療機器 産業横断アライアンス②

⑥ 海外展開（医療機器・非医療機器）

アライアンスのパイプライン

契約

┃ AI解析による会話型の「あたまの健康度」判定Webアプリケーション「トークラボKIBIT」の提供を開始。日本生命保険、朝日生命保険に導入済み

┃ 「会話型 認知機能検査用AIプログラム医療機器（SDS-881）」について、臨床試験が2026年3月完了。2026年度中の承認取得を目指す

契約

協議中

検討中

検討中

「プログラム医療機器に係る優先審査対象品目」に指定

10月1日～提供開始

販売開始予定治験開始

契約

６．ライフサイエンスAI事業 AI医療機器・非医療機器 パイプライン

✓ 会話型・認知機能検査用AIプログラム及び会話型・うつ病診断支援AIプログラムのいずれも医療機器としての薬事承認を視野に開発中

✓ 既存の技術を活用しながら、他疾患を対象とする医療機器・非医療機器を早期に開発することで対応範囲の拡大を目指す

✓ 非医療機器としての社会実装・水平展開も視野にアライアンスパートナーの選定を開始

✓ 日本語に限らず英語等の他言語対応への技術的な展開フィジビリティは一定検証済みであるため、海外展開を見据え検討中

ステージ４達成のための施策
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FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

６．リスクマネジメント事業 BIコンプライアンス支援分野、BIプロフェッショナル支援分野 将来性とKPI

75億
(80億)

年度別目標

FY23実績 FY24実績 FY25実績 FY26 FY27 FY28

企業数（社）
75

（75）
73

（73）
62

（140）
80

（200）
265

（240）
375

（320）

平均単価（百万円)
18

（18）
20

（20）
21

（17）
20

（20）
21

（20）
25

（25）

リカーリング率（%）
62

（62）
77

（77）
85

（79）
86

（81）
86

（83）
87

（85）

14.5億

┃ FY28売上高７５億円達成を目指し、契約企業数、平均単価、リカーリング率をKPIに設定

ステージ4（中期計画）
最終年度

✓ FY2028までに導入社数375社、1企業あたり単価
を25百万円にし、75億円を目指す

✓ 営業施策：

• FY2６は既存顧客との取引深耕を軸としたアカウ
ント毎の取引拡大・早期案件獲得に注力

• FY2６以降は既存顧客との取引深耕に加え、大手
企業・準大手企業をターゲットにし、1億円規模の大
規模プロジェクトの獲得

• リカーリング率については、FY25で当初目標を上
回る85%に達し、ステージ４までにリカーリング比
率87%を目指す

• 生成AIを活用し、AIエージェント＋KIBITの提案を
行い、導入社数の倍増を目指す

＊セグメント変更により前回公表と単純比較はできませんが参考情報として（）に前回公表時の目標数字を記載しています。

ステージ４達成のための施策

16億
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✓ さらなる国内市場活性化の為に、経済安全保障におけ
る必要機能階層を定義し、データドリブンな意思決定
を行うための総合的なコンサルティングサービス提供
を推進していく

✓ アーリーアダプター・官公庁への訴求を継続

✓ 営業施策：官庁や大手企業をターゲットに、包括契約
（ライセンス＋伴走支援）を前提としたプロジェクトの獲
得

✓ ソリューションのアップデート：新機能の追加や定期的
なアップデートをすることで、付加価値を向上

✓ リカーリング率については、FY24で当初目標を上回
る71%に達し、ステージ４までにリカーリング比率
80%を目指す

✓ データコストの削減を目指し、システム価格を抑え、利
用拡大を推進する

✓ DX、BI分野との連携を行い、企業ごとのデータDXを
視野に入れ提案を行う

┃ FY28売上高40億円達成を目指し、契約企業数、平均単価、リカーリング率をKPIに設定

┃ 経済安全保障室を設置している又は設置を検討している上場企業数は19社*

FY24時点で当社ソリューションの導入シェアは70％超と推定

FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

６．リスクマネジメント事業 経済安全保障分野 将来性とKPI

4.2億

＊株式会社第一生命経済研究所「経済安全保障から経営を考える」を参考 （）は前回公表時の目標数字

40億
(50億)

ステージ4（中期計画）
最終年度

年度別目標

FY23実績 FY24実績 FY25実績 FY26 FY27 FY28

企業数（社）
9

（9）
14

（14）
16

（20）
34

（34）
65

（65）
100

（100）

平均単価（百万円)
35

（35）
38

（38）
30

（40）
43

（43）
46

（46）
50

（50）

リカーリング率（%）
37

（37）
71

（50）
68

（73）
76

（55）
78

（58）
80

（60）

ステージ４達成のための施策

5.4億
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FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

┃ FY28売上高20億円維持を目指し、顧客基盤数（弁護士）をKPIに設定

６．リスクマネジメント事業 リーガルテックAI分野 将来性とKPI 

年度別目標

FY23実績 FY24実績 FY25実績 FY26 FY27 FY28

顧客基盤数
（弁護士）

248
（248）

350
（350）

400
（400）

450
（450）

475
（475）

500
（500）

✓ FLLP・勉強会・ウェビナーなどを実施し、顧客基盤の構
築・強化を継続

✓ リスクマネジメント事業内での連携強化 従来からの強
みを活かしソリューション導入や サービスの提供を行
いつつ、各分野の連携を強め、クライアントが直面する
「平時」・「有事」、「内部」・「外部」におけるリスク解決を、
全体最適の視点でサポート

✓ 収益相関作用が高い組織／オペレーションを維持し、
大型案件に左右されない堅実な事業運営

ステージ４達成のための施策

20億

ステージ4（中期計画）
最終年度

＊ （）は前回公表時の目標数字

34.9億

21.3億
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┃ FY28売上高40億円達成を目指し、契約企業数、平均単価をKPIに設定

FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28

６．DX事業 将来性とKPI

3.7 億 (1)

(1) BIプロフェッショナル支援のみの売上高 ＊セグメント変更により前回公表と単純比較はできませんが参考情報として（）に前回公表時の目標数字を記載しています。

年度別目標

FY23実績（１） FY24実績（１） FY25実績 FY26 FY27 FY28

企業数（社）
55

（55）
51

（51）
217

（107）
230

（121）
250

（135）
280

（150）

平均単価 (百万円）
7

（7）
7

（7）
12

（28）
11

（29）
13

（31）
14

（34）

✓ 子会社化したアルネッツが提供するソリューションを通
じた、企業内に分散するデータの統合およびデジタル
化を実現し企業のDX推進のための基盤構築と、当社
のプロフェッショナル支援ソリューションを組み合わせ
ることで、DX推進の初期段階からAI導入・高度化に至
るまで、包括的な支援を可能なものとし、DX事業の持
続的な成長を実現

✓ KIBITとAIエージェントを組み合わせたSIでのシステ
ム提供を行い、ユーザー固有の課題に対しての問題解
決を目指す

ステージ４達成のための施策

40億
（50億）

ステージ4（中期計画）
最終年度

23.2 億 
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１．会社概要

２．企業理念

３．FRONTEOの方程式駆動型AI（人工知能）「KIBIT」

４．事業概要

i. ライフサイエンスAI事業

ii. リスクマネジメント事業

iii. DX事業

５．2026年3月期業績ハイライト

６．今後の成長戦略

７．リスク情報
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７．リスク情報

以下には、成長の実現や事業計画の遂行に重要な影響を与える可能性があると認識する主要なリスクを記載しております。
各リスクはいずれも、顕在化の可能性は低～中程度、顕在化の時期は中長期と認識しております。
その他リスクについては、有価証券報告書「事業等のリスク」をご参照ください。

当社グループが展開するライフサイエンスAI事業においては、医薬品、医療機器
等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律に準拠する必要があります。
今後、他の分野においても、新たに法律や規制が制定された場合や、業界内で自主
規制が求められた場合には、当社グループの事業上の計画等の見直しが必要とな
る可能性があります。その結果、これらに対応するための支出が増加する等、当社
グループの事業及び経営成績に影響を与える可能性があります。
その他の事業においては、現時点で当社グループが事業を展開するにあたり、法

的な規制は受けておりませんが、今後、事業に関連する法律、法令が変更された場
合、当社グループの事業及び経営成績に影響を与える可能性があります。

当社グループは、他社に先駆けてユーザーのビジネスにAIを実装してきたフロン
トランナーです。近年、当社グループが属する市場においては、急速な技術変化と
サービス水準の向上が進んでおり、これに伴いクライアントのニーズも著しく変化
しております。今後、クライアントのニーズの変化への対応や技術革新への対応が
遅れた場合、当社グループの事業及び経営成績に重大な影響を与える可能性があ
ります。

各種法令改正の動向（国会審議、法令草案の開示、
報道情報など）、裁判例を定期的に確認し、できるだ
け早期に事業への影響を最小限に抑える方法を、弁
護士等の専門家とともに検討しております。

研究開発体制を保持、優秀な人材の登用、技術者育
成を遂行することにより、技術開発力及び競争力の
維持、向上に取り組んでおります。また、既存技術に
対しても、最新技術の習得および適用を積極的に行
うことで、運用体制や提供サービスの継続的な強化
を図っています。これにより、顧客ニーズの多様化や
市場環境の変化に柔軟に対応できる体制を構築して
います。

技術革新について

法的規制について

主要なリスク項目 対応策

事業の市場環境に
ついて

当社グループは、ライフサイエンスAI事業、リスクマネジメント事業及びDX事業
においてAIを活用した製品・サービスを提供しております。AIを活用した新規性の
高い事業領域においては、市場形成の遅れ、顧客の導入判断の長期化、PoCから
本格導入への移行遅延、国内外の競争環境の変化、AI関連規制の整備・強化等に
より、想定どおりに案件化又は収益化が進まない可能性があります。また、主要取
引先が地政学リスク、国際的な通商・制裁措置、エネルギー価格の変動等の影響を
受ける場合には、当社グループの事業及び経営成績に影響を与える可能性があり
ます。

当社グループでは、市場環境、規制動向、政治・経済
情勢等を継続的に確認し、事業環境の変化に応じた
対応を行ってまいります。
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本資料につきましては、投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、

目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を確認された上で、ご利用

ください。業界等における記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。本資料は、

投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させて頂くものであり、当社はいかなる場合にお

いてもその責任は負いません。

本資料のアップデートについて、次回は2027年6月を予定しております。

将来見通しに関する注意事項 
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